


   習に取り組むことで、多様な視点からの意見を参考にして課題解決していけるようにする。 

 ⑶ 学びに向かう力、人間性等 

補助や助言を行う具体的な姿をＩＣＴ端末で目標像として示し、その行動についてモデリングに

よって、考える機会を設けることで、今の自分と目標像を比べ単元を通して学習に生かせるように

する。また、ペア活動や小グループ活動を単元の中に計画的に配置し、互いに相手が安心できる

正しい補助によって支えることで、補助の大切さを学べるようにする。さらに、支える以外に演技に

ついてアドバイスを送ったり、映像に撮ってポイントを伝えるなどの多様な補助の仕方についても学

べるようにする。そして２時間目から単元計画の中に継続してペア発表会や小グループ発表会を

配置することで、緊張感を感じながらお互いの演技を称え合い、成長を共有する中で多様なあり方

を認め合える学習につなげていく。 

５ 単元の目標 

 ⑴ マット運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方を理解できるようにするとともに、技をよりよくでき 

    るようにする。                                          〈知識及び技能〉 

 ⑵ 技などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、 自 

   己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。     〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ⑶  マット運動に積極的に取り組むとともに、仲間の学習を援助すること、一人一人の違いに応じた課 

   題や、挑戦を認めようとすることができるようにする。            〈学びに向かう力、人間性等〉 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

〇知識 

①マット運動は、種目に応じて多くの「技」があり、技の出来栄

えを競うことを楽しむ運動として多くの人々に親しまれてきた

成り立ちがあることについて、言ったり書き出したりしている。 

②技の行い方は、技の課題を解決するための合理的な動き方

のポイントがあることについて学習した具体例を挙げている。 

〇技能 

③体をマットに順々に接触させて回転するための動き方や回転

力を高めるための動き方で、 基本的な技の一連の動きを滑ら

かにして回ることができる。 

④学習した基本的な技を発展させて、一連の動きで回ることが

できる。 

⑤全身を支えたり突き放したりするための着手の仕方、回転力

を高まるための動き方、起き上がりやすくするための動き方で

基本的な技の一連の動きを滑らかにして回転することができ

る。 

①提示された動き

のポイントやつま

ずきの事例を参

考に、仲間の課

題や出来栄えを

伝えている。 

②提供された練習

方法から、自己

の 課 題 に 応 じ

て、技の習得に

適した練習方法

を選んでいる。 

①マット運動の

学 習 に 積 極

的に取り組も

うとしている。 

②練習の補助

をしたり仲間

に助言したり

して、仲間の

学習を援助し

よ う と し て い

る。 

７ 単元の計画 

 ⑴ 領域の取り上げ方 （略） 

 ⑵ 領域の内容と目指す動き 

学年 内容 目指す動き 

１ マット運動 ・回転系の接点技群、ほん転技群や巧技系の平均立ち技群等の基本的な技を

滑らかにできること。 

・条件を変えた技や発展技ができ、それらを組み合わせることができること。 

３ マット運動 ・回転系の接点技群、ほん転技群や巧技系の平均立ち技群等の基本的な技を

滑らかに安定してできること。 

・条件を変えた技や発展技ができ、それらを構成し演技することができること。 















 

   

 
 






